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絵本とは文字通り絵がついた本である。絵本は親子のコミュニケーションの一つの手段で

あって，知的教育，情操教育の目的ではない。結果論として，知的，情操的発達に結びつい

てもよいというものである。絵をたどりながらイメージが取れない人は、脳の使い方が左脳

にかたよっているのかも知れない。また、挿絵に関しては登場人物の風貌や行動の特徴が強

調されていない挿絵よりは、肯定的人物，否定的人物がはっきり描かれ， 登場人物の風貌

や行動の特徴が強調されてあらわされている挿絵の方が，幼児の物語理解において，よい効

果をもつ。筆者はどんな条件の時に挿絵の効果があるか，または効果がないかについて調べ

てきた。その研究によると 3 歳児位までは抽象的な挿絵より，原色で描かれた視覚に刺激

を与えるような挿絵のある絵本，4 歳児位から中間色のようなぼんやりした色で描いてある

挿絵の絵本，5 歳児位から形を知覚する傾向もみられることから，色のみでなく正確に描か

れた絵，優れた構成がなされた挿絵のある絵本を与えると良いとされている。ただこれには

当然個人差があるので当然注意が必要である。子どもの成長，発達に応じて適切な絵本の選

択が必要である。 


